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御
事
績
と
そ
の
貴
重
な
関
連
資
料
が
綱
村
公
の
縁

ゆ
か
り

の
方
々
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
編
集
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
学
的
観
点
か
ら
見
て
も
内

容
が
極
め
て
充
実
し
て
い
る
た
め
、
本
記
念
誌
は
仙
台
藩
の
政
治
史

だ
け
で
は
な
く
文
化
史
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
す
と
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。

　

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
（
当
流
）
三
世
清
水
道
竿
（
さ
お
ど

う
か
ん
・
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
―
一
六
六
二
～
一
七
三
七
）
は
、

当
流
を
仙
台
藩
に
確
立
さ
せ
た
だ
け
に
止と

ど

ま
ら
ず
、
全
国
各
藩
に
も

広
め
た
貢
績
に
よ
り
石
州
流
清
水
派
の
開
祖
と
さ
れ
（
桑
田
忠
親
編

『
茶
道
辞
典
』
）
、
し
か
も
数
奇
大
名
と
し
て
天
下
に
名
を
馳
せ
た
綱

村
公
の
茶
道
指
南
役
と
い
う
大
役
も
果
し
た
（
十
世
大
泉
道
鑑
著
『
清

水
動
閑
註
解
石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』
）
。
綱
村
公
は
、
三

世
道
竿
が
開
い
た
当
流
を
終
生
心
か
ら
愛
し
、
そ
の
奥
義
を
極
め
る

こ
と
が
出
来
た
。
筆
者
は
、
藩
政
時
代
と
些

い
さ
さ

か
も
変
わ
ら
ぬ
仙
台
藩

の
こ
の
正
式
な
茶
道
を
現
在
継
承
し
て
い
る
た
め
、
記
念
誌
の
編
集

委
員
会
か
ら
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
「
綱
村
公
の
当
流
の

確
立
と
発
展
へ
の
多
大
な
寄
与
」
と
い
う
題
で
投
稿
さ
せ
て
戴
い
た
。

今
回
、
筆
者
の
寄
稿
文
を
中
心
に
、
本
記
念
誌
の
概
略
を
全
国
の
皆

様
に
ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
考
え
、
筆
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

先
ず
、
本
記
念
誌
の
表
紙
に
は
、
表
表
紙
に
国
宝
松
島
瑞
巌
寺

仙
台
藩
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
公
三
百
年

遠
忌
記
念
誌『
伊
達
綱
村
公
の
遺
徳
を
偲
ぶ
』

へ
の
寄
稿
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
六
月
二
十
日
の
仙
台
藩
四
代
藩
主
伊
達
綱
村
公
三
百

年
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
綱
村
公
の
偉
大
な
事
績
を
偲
ん
で
数

多
く
の
遠
忌
記
念
行
事
が
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
綱

村
公
の
優
れ
た
事
績
を
取
り
ま
と
め
た
記
念
誌
『
伊
達
綱
村
公
の
遺

徳
を
偲
ぶ
』
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
記
念
誌
に
は
、
も
と
よ
り
「
郷

土
の
子
供
達
や
市
民
・
県
民
に
郷
土
に
残
さ
れ
た
文
化
に
つ
い
て
興

味
を
抱
き
、
ま
た
綱
村
公
の
事
績
に
思
い
を
い
た
し
、
郷
土
へ
の
関

心
を
深
め
て
戴
き
た
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
理
念
に
基
づ
い
て
、
本
記
念
誌
は
元
仙
台
市
博
物
館
長
東
海

林
恒
英
先
生
の
監
修
及
び
元
仙
台
市
博
物
館
市
史
編
纂
室
長
菅
野
正

道
先
生
の
編
集
指
導
の
も
と
に
、
御
挨
拶
、
御
寄
稿
及
び
綱
村
公
の

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

仙
台
藩
志
会
理
事

「
政
宗
公
ワ
ー
ル
ド
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
理
事

東
北
大
学
名
誉
教
授
・
東
北
福
祉
大
学
特
任
教
授

大
　
泉
　
道
　
鑑（
康
）
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次
頁
に
、
本
記
念
誌
の
内
容
の
充
実
ぶ
り
を
表
わ
し
て
い
る
目
次

を
示
し
た
。
更
に
、
関
係
各
位
か
ら
の
御
挨
拶
の
中
か
ら
、
伊
達
家

十
八
代
当
主
伊
達
𣳾
宗
様
に
よ
る
「
発
行
に
よ
せ
て
」
を
選
ば
せ
て

戴
い
た
。

　

さ
て
、
第
一
章
の
「
伊
達
綱
村
公
の
御
事
績
」
は
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
割
愛
さ
せ
て
戴
き
、
第
二
章
の
「
御
寄
稿
」
の
中
か
ら
、
茶

湯
に
関
す
る
筆
者
の
文
を
十
九
〜
二
十
二
頁
に
転
載
さ
せ
て
戴
い
た
。

　

最
終
章
で
あ
る
第
三
章
の
数
多
く
の
「
関
係
資
料
」
の
中
か
ら
は
、

紙
面
の
都
合
上
「
趣
意
書
」
、
「
記
念
事
業
」
及
び
「
記
念
事
業
書
」

を
末
尾
に
示
す
に
止
め
、
筆
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

謝　

辞

　

本
記
念
誌
に
寄
稿
す
る
機
会
を
賜
わ
っ
た
伊
達
家
十
八
代
当
主 

伊
達
𣳾
宗
様
に
感
謝
の
意
を
衷
心
か
ら
捧
げ
ま
す
。
ま
た
、
御
指
導
・

御
支
援
を
下
さ
っ
た
元
仙
台
市
博
物
館
長
東
海
林
恒
英
先
生
（
監
修
）

及
び
元
仙
台
市
博
物
館
市
史
編
纂
室
長
菅
野
正
道
先
生
（
編
集
指
導
）

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
、
『
関
』
へ
の
転
載
の
許
可
を

下
さ
っ
た
伊
達
家
御
廟
大
年
寺
会
前
会
長
阿
部
和
子
様
に
深
謝
致
し

ま
す
。

二
十
七
世
大
林
宗
茂
禅
師
に
よ
り
開
山
さ
れ
た
東
園
寺
所
蔵
の
綱
村

公
の
肖
像
画
、
裏
表
紙
に
近
衛
家
か
ら
綱
村
公
が
賜
わ
っ
た
牡
丹
紋

の
挿
絵
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
し
ら
わ
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
い
か
に
も
格

調
高
く
し
か
も
趣
き
深
く
感
じ
ら
れ
る
こ
の
二
つ
の
挿
絵
を
紹
介
す
る
。

表表紙裏表紙（挿絵）
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【
解　

説
】

　

右
の
筆
者
所
蔵
の
大
棗
は
、
伊
達
家
十
八
代
当
主
伊
達
𣳾
宗
様
か
ら
「
六 

十
二
万
石
」
の
銘
を
戴
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
棗
は
、
𣳾
宗
様
の
取 

り
計
ら
い
に
よ
り
、
東
京
国
立
博
物
館
中
島
淑
枝
氏
が
先
代
十
世
大
泉
道 

鑑
の
た
め
に
製
作
し
た
。
大
棗
の
表
側
は
、
総
高
蒔
絵
で
伊
達
家
の
家
紋 

「
竹
に
雀
」
が
描
か
れ
、
そ
の
内
側
は
総
梨
子
地
で
蓋
の
内
側
に
は
𣳾
宗 

様
の
花
押
が
印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
棗
こ
そ
は
、
伊
達
家
と
当
流
の
茶 

道
頭
・
宗
家
の
永
遠
の
太
い
絆
を
象
徴
す
る
芸
術
品
で
あ
る
。
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